
代
表
決
定
ま
で
の
軌
跡

　
「
第
80
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
」の
九
州

地
区
予
選
は
、長
崎
県
で
行
わ
れ
、長
崎
県
営

野
球
場（
通
称
：
長
崎
ビ
ッ
グ
N
ス
タ
ジ
ア

ム
）と
長
崎
市
総
合
運
動
公
園
か
き
ど
ま
り

野
球
場
が
舞
台
と
な
っ
た
。今
回
は
3
チ
ー

ム
の
出
場
枠
が
あ
る
。し
か
し
、補
強
制
度
や

本
選
ま
で
の
流
れ
を
考
え
る
と
、目
指
す
べ

き
は
第
一
代
表
だ
。

　

そ
し
て
、6
月
21
日
に
初
戦
が
行
わ
れ
る
。

相
手
は
6
回
の
出
場
を
誇
る「
日
産
自
動
車

九
州
」（
苅
田
町
）。実
は
、「
日
産
自
動
車
」と

「
日
産
自
動
車
九
州
」は
、経
済
・
金
融
危
機

を
受
け
今
年
の
2
月
に
休
部
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
。今
大
会
唯
一
の
町
代
表
の
戦
い

で
あ
る
初
戦
は
、い
つ
も
以
上
の
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。

　

延
長
11
回
の
末
に
、日
産
自
動
車
九
州
を

破
っ
た
ホ
ン
ダ
熊
本
は
、準
決
勝
で
も
、出

場
12
回
、優
勝
1
回
を
誇
る「
J
R
九
州
」を

3

－2
で
破
り
、波
に
乗
る
。チ
ー
ム
に
は
、

東
京
ド
ー
ム
の
切
符
が
見
え
て
き
て
い
た
。

次
は
、い
よ
い
よ「
沖
縄
電
力
」と
の
第
一
代

表
決
定
戦
で
あ
る
。

　

し
か
し
、1
回
に
先
制
点
を
取
る
も
そ
の

あ
と
が
続
か
ず
、1

－2
で
第
一
代
表
を
逃

し
て
し
ま
う
。翌
日
、6
月
27
日
に
行
わ
れ
る

第
二
代
表
決
定
戦
に
望
み
を
託
す
。

悲
願
の
東
京
ド
ー
ム
出
場
へ

　

2
回
に
先
頭
佐
々
木
が
四
球
で
出
塁
す
る

と
、盗
塁
か
ら
相
手
捕
手
の
送
球
ミ
ス
を
誘

い
無
死
3
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
。畠
中
が

内
野
ゴ
ロ
に
倒
れ
、1
死
3
塁
と
な
る
が
、西

川
が
ス
ク
イ
ズ
を
決
め
1
点
を
先
制
す
る
。3

回
に
は
藤
野
の
四
球
か
ら
、三
木
の
犠
打
で
1

死
2
塁
と
し
、深
澤
の
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
で
1

死
1
・
3
塁
に
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
る
。熊
丸
が

レ
フ
ト
に
犠
牲
フ
ラ
イ
を
放
ち
1
点
を
追
加
。

4
回
に
も
2
死
3
塁
か
ら
藤
野
が
ラ
イ
ト
前

に
タ
イ
ム
リ
ー
を
放
ち
1
点
を
追
加
し
た
ホ

ン
ダ
熊
本
は
5
回
を
終
え
、3
対
0
と
リ
ー
ド

を
広
げ
る
。5
回
ま
で
1
安
打
で
打
線
を
抑

え
る
好
投
を
見
せ
て
い
た
高
峰
は
、6
回
の
先

頭
打
者
に
レ
フ
ト
ス
タ
ン
ド
に
本
塁
打
を
放

た
れ
る
と
、1
・
2
番
の
連
続
ヒ
ッ
ト
に
四
球

を
与
え
、無
死
満
塁
の
ピ
ン
チ
を
作
る
。高
峰

は
内
野
フ
ラ
イ
で
1
死
満
塁
に
し
、マ
ウ
ン
ド

を
上
見
に
つ
な
ぐ
。上
見
は
ワ
イ
ル
ド
ピ
ッ
チ

で
1
点
を
献
上
す
る
も
、任
さ
れ
た
打
者
を
レ

フ
ト
フ
ラ
イ
に
打
ち
取
り
、3
番
手
の
山
中
に

つ
な
い
だ
。山
中
は
2
死
2
・
3
塁
か
ら
の
ピ

ン
チ
を
外
野
フ
ラ
イ
に
打
ち
取
る
。6
回
裏
に

は
、熊
丸
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
1
点
を
追
加
し
、

4
対
2
と
し
た
ホ
ン
ダ
熊
本
は
、終
盤
の
7
〜

9
回
も
山
中
の
好
投
で
無
失
点
に
抑
え
、6

年
ぶ
り
5
回
目
の
代
表
権
を
獲
得
し
た
。

６月27日、Honda熊本が都市対抗野球本選出場を果たした。実に６年ぶりの出場だ。
都市対抗野球は、読んで字の如く「都市」が戦う大会。
過去には準優勝の実績を持つHonda熊本が町を代表して全国に旅立つ。

Honda熊
本硬式野球

部と大津町
の夏

都市対抗野球大会九州予選

日産自動車九州 0 ー 1 Honda熊本初　戦

高峰成範ー山中浩史ー江波戸秀悟　　本塁打　畠中伸知
Honda熊本 3 ー 2 JR九州準決勝

江波戸秀悟ー上見仁志ー山中浩史　　二塁打　熊丸武志

都市対抗野球大会九州予選

沖縄電力 2 ー 1 Honda熊本

高峰成範ー上見仁志ー山中浩史　　二塁打　佐々木健悟　小関武史
三菱重工長崎 2 ー 4 Honda熊本

江波戸秀悟ー上見仁志ー山中浩史　　二塁打　深澤圭
第一代表
決定戦

第二代表
決定戦

各地区予選で敗退したチームから合計5人まで選手を補強でき
るという、都市対抗独特の制度。同一地区で複数の代表チーム
がある場合、第1代表のチームから補強選手を選ぶことができる
ので、代表順位も本選で勝ち上がるための重要な要素になる。
しかし、今大会では11チームが補強選手無しで本戦に出場と
なった。

補強選手制度

世界的な不況は、大会に出場する企業チームにも影響を及ぼし
た。例として日産自動車、日産自動車九州の休部やTDKとTDK
千曲川の統合などがある。そこで第80回大会では、「大会を通じ
て社会人野球界を盛り上げたい」との思いから、出場チーム枠を
4枠増やして36チームの出場となった。九州地区は、１枠増加の
３チーム「沖縄電力、Honda熊本、三菱重工長崎」の出場となる。

記念すべき第80回大会
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